
r
拍
μ
、
み
イ
ユ
寸
「
ヲ
・

2
』－
f
a
a
l
－
－
点
、
，
、
、
J
A
1
4
λ

一寸

A 
マ

証

鏡
」

物

人

考

の

序

以
下
は
、
先
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
「
今
鏡
の
人
物
考
証
」

る。
「
今
鏡
］
は
芸
文
史
的
色
彩
が
濃
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
今
鏡
」

を
文
芸
性
と
い
う
よ
う
な
商
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
物
語
と
し
て
の
史
実
性
と

い
う
よ
ラ
な
商
か
ら
追
求
し
よ
う
と
し
た
の
が
本
論
で
あ
る
。
「
今
鏡
」
の
登

場
入
物
ヤ
そ
の
構
成
の
割
合
な
ど
を
知
り
、
叉
他
史
料
と
比
較
す
る
事
に
よ

っ
て
v

歴
史
物
語
と
し
て
の
「
今
鏡
」
が
ど
の
よ
ラ
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か

を
考
え
、
「
今
鏡
」
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
事
を
目
差
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
も
研
究
の
主
目
的
は
「
不
明
人
物
・
疑
問
人
物
を
明
ら
か
に
し
、
叉
誤
り
を

一
訂
正
す
る
事
」
に
あ
る
σ

ま
ず
調
査
の
対
象
と
し
た
人
物
に
つ
い
て
述
べ
る
と

「
一
日
本
人
で
あ
る
事
‘
二
実
在
の
人
物
で
あ
る
事
、
一
二
名
前
叉
は
呼
び
名
の

明
ら
か
な
人
物
で
あ
る
事
（
単
に
法
師
な
ど
と
あ
る
場
合
で
も
、
注
に
よ
っ
て

そ
の
名
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
人
物
は
含
む
〉
」
の
一
一
一
条
件
を
満
た
す
人
物

を
そ
の
対
象
と
す
る
事
と
し
た
。
こ
う
し
て
選
び
だ
じ
た
登
場
人
物
を
表
に
し

て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

注

O
皇
室
関
係
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
「
本
朝
白
玉
胤
紹
運
録
」
の
記
事

に
よ
っ
て
分
類
し
た
。

O
皇
室
関
係
の
人
物
で
も
一
匠
下
と
な
っ
た
人
物
は
、

外
の
人
物
」
の
項
に
入
れ
た
。

の
抜
奉
で
あ

「
皇
室
関
係
以

，ー
す丁

嶋

ヲム

子

14 

48. 

92 ( 91) 

45 
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皇
室
関
係
以
外
の
人
物

O
分
類
す
る
際
、
例
え
ば
女
房
一
で
あ
り
叉
臣
下
の
奏
で
あ
る
よ
う
に

ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
上
に
警
か
れ
て
い
る
項
、
つ

ま
り
女
房
の
項
に
入
れ
た
。

以
上
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
考
証
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の

都
合
上
、
卒
業
論
文
の
第
一
章
「
今
鏡
の
人
物
全
体
に
つ
い
て
」
は
省
略
し
、

第
二
章
「
明
ら
か
に
で
き
た
人
物
、
及
び
訂
正
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て
」
に
し

ぼ
っ
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
板
橋
倫
行
氏
検
註
の
畠
山
本
を
底
木
と
す
る

日
本
古
典
全
書
「
今
鏡
」
を
使
用
し
、
問
題
と
な
る
よ
う
な
人
物
に
つ
い
て
は



同
じ
畠
山
本
で
、
和
田
英
松
博
士
著
の
「
今
鏡
」
を
参
照
し
た
。

明
ら
か
に
で
き
た
人
物
、
及
び
訂
正
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て

第
一
節
仮
名
書
き
の
人
物
に
つ
い
て

人
物
名
が
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
人
物
が
不
明
で
あ
る

か
ら
、
漢
字
に
直
さ
れ
ず
に
仮
名
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「

今
鋭
」
に
登
場
す
る
仮
名
書
き
の
人
物
は
、
別
の
章
で
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る

1
名
も
含
め
で
は
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
た
4
名

の
人
物
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
述
べ
た
い
。

一
さ
だ
な
か
・
さ
だ
な
か
女

「
今
銃
」
に
よ
る
と
、
さ
だ
な
か
は
術
後
守
で
あ
り
、
さ
だ
な
か
女
は
源
顕

一
汚
室
で
、
顕
仲
の
母
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
っ
て
、
源
顕
仲
の

母
に
つ
い
て
の
記
事
を
み
る
と
、
「
母
肥
前
守
藤
原
守
成
女
」
と
あ
る
。
叉
コ
一

十
一
代
集
才
子
伝
」
に
も
、
源
顕
仲
の
母
は
「
定
成
之
女
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

畠
山
本
と
別
系
統
で
あ
一
る
尾
張
本
「
今
鏡
」
に
、
「
肥
前
か
み
定
成
」
と
あ
る

点
、
及
び
さ
だ
な
か
・
さ
だ
な
り
を
み
た
場
合
、
「
か
（
可
）
」
と
「
り
（
利
）
」

の
草
書
体
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
に
誤
写
と
い
う
事
も
十
分
考
え
ら
れ

る
な
ど
の
点
か
ら
、
「
さ
だ
な
か
」
・
「
さ
だ
な
か
女
」
と
あ
る
の
は
「
定
成
」

．
「
定
成
女
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
藤
原
朝
一
克
男
の
定
成
と
そ
の
女
で
あ
る
と

考
M

え
ら
れ
る
。

二
さ
ね
し
げ

さ
ね
し
げ
に
つ
い
て
は
、
「
御
業
の
夜
（
近
衛
院
の
）
、
さ
ね
し
げ
と
い
ひ

し
が
、
北
日
蔵
人
に
て
侍
り
け
る
、
思
ひ
出
で
て
詠
め
る
。

思
ひ
き
や
議
の
音
し
げ
き
浅
茅
生
に
君
を
見
す
て
て
帰
る
べ
し
と
は
（
削
8

〉
」
と
あ
り
、
叉
別
の
章
で
は
「
さ
ね
し
げ
と
て
、
式
部
の
大
輔
云
々
（

p
m

5
）
」
と
あ
る
。
ま
ず
歌
に
つ
い
て
は
「
続
詞
花
和
歌
集
」
巻
九
亥
傷
に
、
「

近
衛
院
の
み
わ
さ
の
よ
、
蔵
人
に
て
侍
り
し
こ
と
を
お
も
ひ
て
、
ま
い
り
て
お

か
み
た
て
ま
つ
り
で
、
か
へ
る
と
て
も
の
に
か
き
て
、
み
さ
L
き
の
か
た
は
ら

に
た
て
け
る
」
と
い
う
詞
舎
で
同
じ
欣
が
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
作
者
名
が
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
欣
の
前
の
歌
に
「
平
実
重
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

歌
か
ら
考
え
る
と
さ
ね
し
げ
は
、
「
実
重
」
と
書
く
平
実
震
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
式
部
の
大
楠
で
あ
る
と
い
う
占
ミ
つ
、
て
は
、
「
和
歌
色
葉
」
こ
詞
花
続

ハ

K

L

t

Z

千
載

式
部
大
輸
入
道
願
筒
、
俗
名
実
重
一
五
々
」
と
あ
る
。
放
に
、
こ
の
「
実
重
」
は

近
衛
院
の
葬
儀
の
時
の
「
思
ひ
き
や
一
五
ん
こ
の
歌
の
作
者
で
あ
る
率
、
及
び
式

部
の
大
輔
で
あ
る
事
の
二
条
件
を
満
た
す
の
で
、
「
さ
ね
し
、
け
」
と
あ
る
の
は

「実
4m乙
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、
実
重
が
誰
の
子

供
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
和
歌
色
葉
」
に
は
「
宮
内
大
輔

平
輔
日
間
息
」
と
あ
り
、
「
勅
撰
作
者
部
類
」
に
は
「
五
位
宮
内
大
輪
平
田
日
隆
男

」
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
っ
て
、
平
実
重
を
み
る
と
、

正
五
下
大
和
守
千
五
下

4
五
上
詞
千
才
作
者

恒
武
天
白
・
・
・
・
・
・
昌
綱
｜
｜
昌
隆
｜
｜
開
国
一

と
あ
る
。
「
和
歌
色
葉
」
に
は
「
平
輔
昌
息
」
と
あ
る
が
、
「
尊
卑
分
脈
」
に

は
平
実
重
と
い
う
人
物
は
、
平
昌
隆
男
の
実
重
た
だ
一
人
だ
け
で
あ
っ
て
、
し

か
も
こ
の
平
昌
隆
男
の
実
重
が
「
詞
花
和
歌
集
」
・
「
千
載
和
歌
集
」
の
作
者

で
あ
る
点
な
ど
か
ら
す
る
と
、
平
日
日
隆
男
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
「
さ
ね
し
げ
」
と
あ
る
の
は
「
実
重
」
で

あ
っ
て
、
平
日
日
隆
男
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
な
お
こ
の
結
果
か
ら
、
別
の

章
（
p
釘
3
）
で
漢
字
で
「
実
重
」
と
あ
る
人
物
と
河
一
人
物
で
あ
る
事
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
）

三
た
か
の
ぶ

一
度
し
か
登
場
L
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、
美
福
門
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5
）
」
と
あ
る
v
ま
ず
歌
に
つ
い
て
は
「
続
詞
花
和
歌
集
」
巻
九
哀
傷
に
、

' ' 

説
得
ゃ
ん
り
官
雲
の
時
（
永
一
謄
元
年
（
川
）
十
一
月
廿
三
日
〉
の
記
事
に
、
「
若
狭

の
卑
ー
に
℃
た
か
の
ぶ
と
申
し
て
、
む
げ
に
年
若
き
入
、
幼
く
よ
り
馴
れ
仕
う
ま

つ
り
で
司
、
御
な
ご
り
の
忍
び
難
さ
に
、
事
に
の
ぞ
み
て
慕
ひ
参
り
け
る
に
、
御

山
へ
入
ら
せ
給
ふ
日
、
雪
い
た
く
降
り
け
れ
ば
、
詠
み
侍
り
け
る
、

、
誰
が
ま
た
今
日
の
み
ゆ
き
を
送
り
お
か
む
我
さ
へ
か
く
て
思
ひ
消
え
な
ば

（
P
即
応
）
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
藤
原
隆
信
朝
臣
集
」
の
哀
傷
に
、
「
は

る
六
七
、
と
叉
ま
い
る
人
も
な
き
こ
L
ろ
ほ
そ
さ
も
た
く
ひ
な
き
に
、
御
山
へ
い

ら
せ
給
ふ
日
雪
い
た
う
降
し
か
は
」
と
い
う
詞
書
で
骨
じ
歌
が
で
て
い
る
。
そ

ご
で
藤
原
隆
信
に
つ
い
て
「
尊
卑
分
脈
」
で
調
べ
る
と
、

4
名
い
る
う
ち
の
3

名
は
年
代
が
あ
わ
な
い
。
あ
と
の
！
名
怯

蔵
』

藤
原
為
忠
｜
為
経
｜
一
間
一
放
活
再
議
省
略
）

と
あ
る
。
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
一
万
久
二
年
（
町
）
は
永
暦
元
年
（
川
）
か
ら
何
年

後
で
あ
っ
て
ハ
卒
l
u
た
時
幾
才
で
あ
っ
た
か
が
不
明
で
は
あ
る
が
〉
、
あ
て
は

ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
叉
歌
人
で
あ
り
、
若
狭
守
で
あ
る
点
ふ
さ

わ
七
い
。
従
っ
て
、
「
た
か
の
ぶ
」
と
あ
る
の
は
「
隆
信
」
で
あ
り
、
藤
原
為

経
男
の
隆
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

，
第
三
節
あ
て
字
の
誤
り
の
人
物
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
よ
み
は
同
じ
で
も
誤
っ
た
漢
字
を
あ
て
て
あ
る
た
め
に
、
そ
の

ま
ま
で
は
該
当
す
る
人
物
が
な
く
不
明
人
物
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
漢
字
を
訂

正
す
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
3
名
を
取
り
あ
げ
て
述
べ
る
事
と

す
る
0
1

一
～
’
維
成

維
成
ほ
弁
官
で
あ
れ
Y

、
花
山
院
出
家
の
折
出
家
し
た
人
物
で
あ
る
。

「
尊
卑 ー寸

一
度
し
か
登
場
し
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、
美
福
門

分
脈
」
広
は
、
維
成
は
記
載
白
さ
れ
て
い
な
い
。
弁
官
で
あ
る
か
ら
「
職
事
補
任

」
を
み
る
と
、
花
山
院
の
五
位
の
蔵
人
の
項
に
、
「
左
少
弁
従
五
位
上
藤
惟
成

駄
一
明
一
川
詳
…
一
間
峨
時
一
地
道
」
と
あ
る
人
物
が
い
る
o

花
山
院
と
の
関
係

も
あ
り
、
弁
官
で
も
あ
り
、
同
じ
く
「
こ
れ
し
げ
」
と
よ
む
と
こ
ろ
か
ら
、
「

維
成
」
と
あ
る
の
は
「
惟
成
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
惟
成
に
つ

い
て
は
「
尊
卑
分
脈
」
に
、

藤
原
高
房
雅
材
－
J
酢

一

額

保

駐

議

群

〉

と
あ
り
、
「
寛
和
二
六
廿
二
出
家
冊
一
依
花
山
院
御
事
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
「
維
成
」
と
あ
る
の
は
、
藤
原
雅
材
男
惟
成
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
「

惟
成
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

二

守

長

守
長
は
淡
路
守
で
あ
り
、
藤
原
蹄
実
（
M
I－－
W
）
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ

る
。
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
る
と
「
守
長
」
は
2
名
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
今

鏡
」
に
登
場
す
る
守
長
と
同
一
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
源
守

長
は
年
代
が
あ
わ
ず
（
幹
一
語
年
加
入
滅
に
よ
り
）
、
又
丹
波
守
長
は
本
人
に
つ

い
て
の
記
事
は
な
い
が
、
父
尚
長
、
兄
行
長
が
「
施
薬
使
・
典
薬
一
駅
」
な
ど
で

あ
る
点
、
こ
の
守
長
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
古
今
著
聞

集
」
巻
第
十
四
に
、
こ
の
守
長
と
思
わ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、
「
同
じ
院
（
白
河
院
〉
鳥
羽
般
に
お
は
し
ま
し
け

る
時
、
昨
日
よ
り
雪
ふ
り
て
、
今
日
一
日
ふ
り
暮
し
た
り
け
る
。
（
中
略
）
さ

H
A

め
き
た
る
入
の
、
さ
や
／
＼
と
し
て
参
る
音
の
し
け
れ
ば
涌
『
誰
そ
と
見
て

参
れ
。
』
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
～
、
急
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
、
淡
路
守
盛
一
長
一
、
『
殿

下
（
摂
政
師
実
）
の
御
使
と
し
て
参
り
て
候
、
（
以
下
略
』
」
と
あ
る
。
淡
路

守
で
あ
る
点
、
及
び
藤
原
師
実
と
関
係
あ
る
点
、
叉
同
じ
く
「
も
り
な
が
」
と

~21-



よ
む
点
な
ど
か
ら
v

「
守
長
」
と
あ
る
の
は
「
盛
奨
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
盛
長
」
に
つ
い
て
は
、
「
尊
卑
分
脈
」
に
、
年
代
も
適
当
で
淡
路
守
で
あ
る

人
物
と
し
て
、
源
長
季
男
の
盛
長
が
記
さ
れ
て
い
る
。

醍
醐
天
皇
｜
源
高
明

安
和
二
一
ニ
サ
六
出
家
（
捌
）
郡
一
牡
（
他
省
略
）

一一
l
i忠
賢
｜
守
隆

l
長
季
上
圃
国
一

一
｜
師
輔
女

藤
原
師
輔

i

l

l

－

〆

「
兼
家
｜
道
長
｜
頼
通
！
嗣
園
（

M
l
m）

よ
工二ザコ

～て
盛
先「
守
長
Lー

と
あ
る
の
』土

「
盛
長
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

盛
光
は
、
二
条
天
皇
の
時
代
（
川

l
m）
、
藤
原
忠
遇
（

mll川
）
の
晩
年
の
時

学
生
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
「
尊
卑
分
服
」
に
、
「
盛
光
」
は
ほ
名
記
さ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
年
代
が
あ
わ
な
か
っ
た
り
、
叉
絵
師
で
あ
っ
た
り
、
叉

何
の
記
事
も
な
い
た
め
、
そ
の
年
代
も
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か
も
不
明
で
あ

っ
て
断
定
す
る
事
が
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
盛
光
と
思
わ
れ
る
人
物
に
つ
い

て
の
記
事
が
、
「
古
今
著
間
集
」
巻
第
十
五
に
あ
る
。
そ
の
部
分
を
引
用
す
る

と
、
「
大
監
物
藤
原
の
守
光
は
‘
侍
学
生
の
中
に
は
‘
名
誉
の
者
に
て
な
ん
侍

り
け
る
。
嘉
応
年
中
に
、
塔
薩
摩
守
重
綱
に
相
具
し
て
、
彼
の
国
へ
下
り
た
り

け
り
。
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。
嘉
応
年
中
は
閣
年
か
ら
叩
年
で
あ
っ
て
、
忠

通
の
死
後
5
年
程
の
事
で
あ
り
‘
年
代
的
に
も
、
叉
学
生
で
あ
る
点
で
も
ふ
さ

わ
し
く
、
「
盛
光
」
と
あ
る
の
は
「
守
光
」
で
あ
り
、
「
尊
卑
分
脈
」
に
、
藤

原
盛
仲
男
と
し
て
、
「
従
五
上
ィ
大
内
記
大
監
物
守
光
」
と
あ
る
人
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
盛
光
」
と
あ
る
の
は
Y

「
守
光
」
と
訂
正
す
べ

き
で
あ
る
。

本
文
の
人
物
で
v

訂
E
す
べ
き
人
物
v

及
び
他
史
料
と
相
違
の

あ
る
入
物
に
つ
い
て

こ
の
第
三
節
で
は
、
本
文
の
疑
問
人
物
を
取
り
あ
げ
て
、
訂
正
す
べ
き
人
物

及
び
史
料
聞
に
相
違
が
あ
っ
て
い
ず
れ
と
も
断
定
で
き
な
い
人
物
な
ど
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
そ
の
う
ち
史
料
関
に
相
違
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
参
考
資

料
と
し
て
の
付
録
で
ど
の
よ
う
な
異
説
が
あ
る
か
を
述
べ
る
事
と
し
、
こ
こ
で

は
、
内
親
王
2
名
・
八
ム
卿
2
名
・
公
卿
以
下
3
名
・
臣
下
の
妻
や
娘
2
名
の
計

9
名
に
つ
い
て
誤
り
を
一
訂
正
し
た
い
。

一
嬉
子
内
親
王

「
今
鏡
」
に
、
「
ハ
鳥
羽
院
の
）
女
宮
は
、
一
品
の
宮
と
て
お
は
し
L

は、

嬉
子
の
内
親
王
と
て
、
賀
茂
の
斎
院
に
立
ち
給
へ
り
し
、
御
悩
み
に
て
、
程
な

く
出
で
給
ひ
に
き
。
長
承
二
年
十
月
十
日
。
御
齢
十
三
に
て
藻
れ
さ
せ
給
ひ
に

き
。
（
p
加

5
）
」
と
あ
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
「
木
朝
由
主
胤
紹
運
録
」
に
よ

れ
ば
、鳥
羽
院
よ
聞
凶
国
斎
院
。
号
一
二
日
間
宮
一
謹
昭
一
一
宵
明
日
義
と

あ
り
、
又
「
賀
茂
斎
院
記
」
に
も
、

穂
子
内
親
王
鳥
羽
院
第
一
之
九
日
女
長
承
元
年
ト
定

と
あ
る
。
鳥
羽
院
の
皇
女
に
「
嬉
子
」
は
記
さ
れ
て
い
ず
、
「
稽
子
」
と
あ
る

事
、
「
一
代
要
記
」
も
同
じ
で
あ
る
。
故
に
、
「
嬉
子
」
は
「
稽
子
」
と
訂
正

す
べ
き
で
あ
る
。

二
槙
子
内
親
王

禎
子
は
、
白
河
院
の
皇
女
で
母
ば
中
宮
賢
子
で
あ
り
、
「
土
御
門
の
斎
院
」

と
よ
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
に
は
、
槙
子
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、

白
河
院
一
樹
引
州
制
劃
一
斎
除
。
准
后
母
向
（
中
宮
賢
子
）

第
三
節

干 22-



頭
要
記
禎
子
内
親
王
按
人
事
記
号
こ
批
杷
斎
院
一
。
（
他
省
略
）

と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
あ
る
。
こ
の
禎
子
は
内
「
号
二
批
杷
斎
院
こ
と
あ

り
、
「
土
御
門
斎
院
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
賀
茂
斎
院
記
」
に

は
、
百
万
一
一
土
御
門
斎
院
こ
と
あ
り
九
「
土
御
門
斎
院
」
と
よ
ば
れ
て
い
た

事
が
わ
か
る
。
白
河
院
の
皇
女
に
「
槙
子
」
は
一
記
さ
れ
て
い
ず
、
「
禎
子
」
と

あ
る
事
、
「
一
代
要
記
」
も
同
じ
で
あ
る
。
故
に
、
「
徳
子
」
と
あ
る
の
は
「

禎
子
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

三
家
安
・
家
安
女

家
安
は
修
理
大
夫
で
あ
り
、
家
安
女
は
藤
原
忠
宗
室
で
忠
雅
や
忠
親
の
母
で

あ
る
。
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
る
と
、
藤
原
忠
雅
ら
の
母
に
つ
い
て
は
、
「
母
参

議
藤
家
保
卿
女
」
と
あ
る
。
「
家
保
」
に
つ
い
て
は
、

修
理
大
夫
参
議
（
以
下
省
略
〉

藤
原
顕
季
上
閣
胤
一
上
財
団
一
中
納
言
忠
宗
室
太
政
大
臣
忠
雅
内
大
臣
忠
親
母

と
あ
り
、
「
公
卿
補
任
」
に
も
、
忠
雅
ら
の
母
に
つ
い
て
は
「
母
＝
一
木
家
保
卿

女
」
と
あ
る
。
故
に
「
家
安
」
・
「
家
安
女
」
は
、
「
家
保
」
・
「
家
保
女
」

と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

四

良

実

良
実
は
、
藤
原
師
実
男
で
母
は
基
貞
女
で
あ
り
、
大
納
言
・
検
非
違
使
の
別

当
に
任
ぜ
ら
れ
、
小
野
の
宮
と
よ
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
「
尊
卑
分
脈
」
で
は

「
良
実
」
と
は
記
さ
れ
て
い
ず
、
同
じ
く
よ
し
ざ
ね
と
よ
む
「
能
実
」
と
な
っ

て
い
る
。
「
良
実
」
で
は
な
く
、
「
能
実
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
、
「
公
卿
補

任
」
も
同
じ
で
あ
る
。
故
に
「
能
実
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

五

忠

近

「
今
鏡
」
に
、
「
資
忠
と
て
あ
り
し
舞
人
の
、
政
連
と
い
ひ
し
と
挑
み
て
、
紙

閣
の
会
の
は
や
し
の
目
、
取
り
殺
さ
れ
に
け
れ
ば
、
忠
方
・
忠
近
な
ど
い
ひ
し

も
尚
ま
だ
い
と
い
は
け
な
く
て
、
習
ひ
も
伝
ぺ
ね
ば
、
（
中
略
〉
兄
の
忠
方
は

胡
飲
酒
を
伝
へ
、
弟
の
近
方
は
雲
市
卓
也
を
伝
ぺ
、
（
以
下
略
〉
（
p
姉
7
）
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
畠
山
本
原
文
に
「
た
か
た
ち
か
た
」
と
あ
る
の
を
、
尾
張
本
に

よ
っ
て
「
忠
方
・
忠
近
」
と
板
橋
氏
は
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
（
上
注
よ
り

）
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
こ
の
多
忠
近
は
「
多
氏
系

図
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、

多
政
資

i
資
忠
｜
一
｜
節
方

丁
節
茂

一

方

イ

一
｜
忠
有

一
｜
近
方
採
桑
老
天
王
寺
舞
人
公
貞
説
伝
受
之
（
他
省
略
）

叉
「
楽
所
補
任
」
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
「
古
今
著
間
集
」
巻
第
六
に

も
向
じ
記
事
が
あ
る
が
、
「
忠
近
」
で
は
な
く
、
「
近
方
」
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
畠
山
本
原
文
の
「
た
か
た
ち
か
た
」
は
、
「
た
だ
か
た
ち
か
か
た
」
の

誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
の
点
か
ら
、
「
忠
近
」
と
あ
る
の

は
「
近
方
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

六
道
家
、
道
家
女

こ
の
道
家
と
次
の
輔
適
は
、
誤
り
で
あ
る
と
か
、
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
か

い
う
程
の
問
題
で
は
な
い
。
「
遇
」
と
「
道
」
の
字
違
い
は
例
の
多
い
も
の
で

今
日
重
要
視
さ
れ
て
い
る
他
の
史
料
で
は
、
ど
ち
ら
が
採
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
程
度
の
事
で
あ
る
。

道
家
は
右
京
督
で
あ
り
、
道
家
女
は
藤
原
公
実
室
で
季
成
の
母
で
あ
る
。
「

公
卿
補
任
」
で
は
、
季
成
の
母
は
「
母
右
京
大
夫
通
家
女
」
と
あ
る
o

叉
「
等

卑
分
脈
」
に
も
「
母
道
家
女
子
」
と
あ
り
、

右
京
大
夫
（
他
省
略
〕

藤
原
実
頼
・
・
・
経
季

l
幅
閣

T
同
丘
大
納
言
季
成
母
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1

1

l

I

l

l

i

－

－

Jll 

l
j
I
l
l
l
i－－
ー

！

I
l
l－－

い
ず
れ
に
も
「
適
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
放
に
、

に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七

輔

通

輔
通
は
宰
相
有
国
の
父
で
豊
前
守
で
あ
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
「
公
卿
補

任
」
で
は
有
国
は
「
故
大
宰
大
弐
輔
道
男
」
と
あ
り
、
又
「
尊
卑
分
脈
」
に
も

藤
原
繁
時

l
一
閣
一
端
銀
曜
問
一
国
一
耕
一
一
献
（
他
省
略
）

と
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
「
輸
通
」
で
は
な
く
「
輔
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
故

に
「
輔
道
」
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
節
注
の
人
物
で
、
訂
正
す
べ
き
人
物
、
及
び
他
史
料
と
相
違
の
あ

る
人
物
に
つ
い
て

こ
の
第
四
節
で
は
、
例
え
ば
本
文
の
「
中
原
氏
の
博
士
」
を
、
「
師
之

（
粧
凱
く
は
）
」
と
注
を
し
て
あ
る
よ
う
な
人
物
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
の

う
ち
史
料
開
に
相
違
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
付
録
の
「
人
物
索
引
」
で
述

べ
る
事
と
し
、
こ
こ
で
は
女
王
1
名
・
公
卿
以
下
1
名
・
僧
侶
4
名
・
宮
延
関

係
の
女
性
1
名
・
臣
下
の
妻
や
女
1
名
の
計
8
名
の
訂
正
す
べ
き
人
物
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

一
隆
姫

隆
姫
に
関
す
る
記
事
を
、
系
図
に
し
て
示
す
止
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

村
上
の
中
務
の
宮
l
i桶
樹
ぺ
闘
畑
出

（
具
平
親
王
）
」
J
1レ
M
H
E

一一1
1
1
1
1女
御
（
源
子
）

一
｜
故
式
部
卿
の
親
王
（
敦
康
）
関
白
殿
（
頼
適
）
養
女
と
な
す

「
帝
（
後
朱
雀
〉

し
か
し
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
に
よ
れ
ば
、
村
上
の
中
務
の
宮
の
娘
で
あ
る
隆

姫
女
王
は
、
故
式
部
卿
の
親
王
（
敦
康
）
室
で
は
な
い
。 「

遜
家
」
・
「
遇
家
女
」

週
議
命
制
総
帥
wdおhwbz込合引
ueh品y
t
z
d

一l
縛
子
女
王

一
一
隆
｜
姻
刻
到
一
従
一
位
。
宇
治
関
白
室
。

具
平
親
王
上
一
i
l
l－
一
倉
北
政
所
一
。

一
上
刷
間
一
敦
康
親
王
室

一
｜
女
子
大
二
条
関
自
室
（
教
通
室
）

と
あ
り
、
隆
姫
女
王
は
宇
治
関
白
額
通
室
で
、
敦
康
親
王
室
は
別
の
具
平
親
王

女
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
史
料
と
し
て
「
栄
花
物
語
」
巻
第
十
二
に
次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「
大
と
の
L
大
将
殿
（
宇
治
殿
〉
、
こ
の
宮
（
敦
康
）

の
御
事
を
い
と
ふ
さ
は
し
き
物
に
思
き
こ
え
さ
せ
給
て
、
常
に
参
り
通
は
せ
給

と
見
し
程
に
、
大
将
殿
上
の
御
弟
の
中
の
宮
に
、
こ
の
宮
を
塔
取
り
奉
ら
ん
と

お
ぼ
し
心
ざ
し
た
り
け
る
な
り
。
」
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
敦
康
親
王
室
で
嗣
郁

子
の
母
で
あ
る
「
村
上
の
中
務
の
宮
の
御
娘
」
は
、
降
姫
女
王
の
妹
に
あ
た
る

中
の
宮
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
村
上
の
中
務
の
宮
の
御
娘
」
を
「

隆
姫
」
と
す
る
事
は
誤
り
で
あ
一
る
。

二
師
之
・
師
之
女

「
今
鏡
」
に
よ
る
と
、
「
二
条
の
帝
の
宮
た
ち
も
、
男
官
尊
恵
女
宮
儀
子
」
問

え
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
女
宮
は
、
内
の
女
房
の
生
み
奉
り
給
へ
る
と
ぞ
。
中
原
の

氏
の
時
士
師
之
の
娘
の
に
ぞ
お
は
す
な
る
。
（
p
刊
2
）
」
と
あ
る
。
「
中
原
の

氏
の
博
士
」
は
、
板
橋
氏
の
注
、
和
田
博
士
の
注
い
ず
れ
に
も
「
師
之
」
と
あ

る
が
、
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
「
中
原
氏
系
厨
」
に
は
師
之
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
に
よ
る
と
、
二
条
帝
の
女
官
係
予
の

項
に
、
「
母
師
元
朝
臣
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
叉
「
賀
茂
斎
院
記
」
に
も
、

信
イ
僧
イ

繕
子
内
親
王
二
条
院
皇
女
也
。
母
師
一
克
之
女
。
嘉
応
一
元
年
ト
定
。

と
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
「
師
一
冗
女
一
と
記
さ
れ
て
い
る
。
師
元
は
「
中
原
氏
系

図
」
に
よ
っ
て
、
師
首
一
男
の
犬
外
記
穀
倉
院
別
当
の
師
元
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

（
頼
適
室
）
号
一
一
高
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知
女
王
は
散
式
調
叫
個
別
の
親
王
ハ
敦
康
）
室
で
は
な
い
。

「
師
之
女
」
は
「
師
元
」
・

る
。
故
に
、
「
師
之
」
・

べ
き
で
あ
る
。

三
覚
信
・
忠
信

こ
の
二
人
は
、
い
ず
れ
も
藤
原
忠
通
の
子
供
で
あ
る
。
そ
こ
で
藤
原
忠
通
の

子
供
の
う
ち
僧
侶
で
あ
る
人
物
6
名
に
つ
い
て
、
「
尊
卑
分
脈
」
の
記
事
を
一
示

す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

藤
原
忠
通
｜
一
明
恵
信
母
陸
奥
守
藤
基
信
女
大
僧
正
興
福
寺
別
当
（
他
省
略

一
閣
信
門
母
同
基
房
（
源
国
信
女
）
大
僧
正
輿
福
寺
別
当
〈
他
省
略

一
凶
慈
円
大
僧
亙
天
台
座
主
（
他
省
略
〉

再
覚
忠
天
台
座
主
権
僧
正
三
井
長
吏
（
他
省
略
〉

一
凶
寂
忠
母
同
信
円
僧
正
法
印
権
大
僧
都
（
他
省
略
〉

一
凶
尊
忠
母
源
盛
経
女
権
僧
正
（
他
省
略
）

ま
ず
覚
信
に
つ
い
て
本
文
を
引
用
す
る
と
、
「
腹
々
に
公
だ
ち
多
く
お
は
し

ま
し
き
。
奈
良
の
僧
覚
信
三
井
寺
の
大
僧
正
覚
忠
こ
の
二
人
、
男
に
お
は
し
ま

さ
ば
、
今
老
い
給
へ
る
上
達
部
に
て
お
は
す
べ
き
を
。
（
p
m
3
）
」
と
あ
る
。

し
か
し
「
尊
卑
分
脈
」
を
は
じ
め
、
「
僧
綱
補
任
」
・
「
僧
官
補
任
」
な
ど
に

も
覚
信
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
一
井
寺
の
大
僧
正
覚
忠
を
除
く
5
名
の
う
ち
、

慈
円
・
寂
忠
・
尊
忠
は
「
山
」
す
な
わ
ち
延
暦
寺
の
僧
で
あ
っ
て
、
本
文
に
は

「
奈
良
の
僧
」
と
あ
る
か
ら
、
輿
福
寺
の
恵
信
か
叉
は
信
円
と
考
え
る
方
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
今
鏡
」
に
、
忠
通
の
北
の
方
以
外
を
母
と
す
る
子

供
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
部
分
を
引
用
す
る
と
、
「
源
中
納
言
国
信
の
姫
君
た

ち
二
入
信
子
園
子
に
、
一
入
信
子
の
は
故
摂
政
殿
基
実
、
い
ま
一
入
国
子
の
は

当
時
の
殿
基
一
房
一
、
ま
た
山
の
法
印
の
御
一
房
最
忠
と
て
お
は
し
ま
し
き
。
ま
た
奈

良
に
僧
都
信
円
と
て
お
は
し
ま
す
な
り
。
ま
た
女
房
の
御
腹
に
、
右
の
大
臣
殿

「
師
一
克
女
」
と
訂
正
す

図
」
に
よ
っ
て
、
師
遠
男
の
犬
外
記
穀
倉
院
別
当
の
師
元
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

兼
実
三
井
寺
の
あ
や
僧
都
の
君
恵
信
（
以
下
略
）
（
p
m
m
M
）
」
と
あ
り
、
こ
の

中
で
奈
良
の
僧
都
と
あ
る
の
は
、
母
が
源
中
納
言
国
信
の
娘
で
あ
る
人
物
に
つ

い
て
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
信
円
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
奈

良
の
僧
」
は
「
覚
僧
」
で
は
な
く
、
「
信
円
」
と
注
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
次
に
忠
信
に
つ
い
て
は
、
「
（
忠
通
は
）
世
の
中
乱
れ
い
で
来
て
後
（
保
元

の
乱
後
〉
、
元
の
や
う
に
氏
の
長
者
に
も
帰
り
な
ら
せ
給
ふ
。
男
君
た
ち
も
位

高
く
な
ら
せ
給
ひ
て
、
法
師
に
お
は
し
ま
す
忠
信
覚
忠
も
僧
正
ど
も
に
な
り
給

ひ
、
と
こ
ろ
’
’
H
t
・－、．

2
Tせ
さ
せ
給
へ
り
o

（
p
m
m）
」
と
あ
る
。
前
の
覚

信
と
同
じ
く
、
忠
信
も
叉
「
尊
卑
分
脈
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
問

、内h
u

’

題
と
な
っ
て
い
る
人
物
は
、
保
元
一
冗
年
一
団
｝
以
後
、
僧
E
又
は
旦
氏
支
（
座
主
検

検
別
当
な
ど
寺
の
統
領
）
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
保
元
の

乱
後
、
僧
正
、
長
吏
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
に
つ
い
て
そ
の
時
期
を
示
す
と

次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
二
度
以
上
の
場
合
は
最
初
の
時
を
と
る
〉

n
h
u
e
 

保
元
元
同
｜
下
（
保
一
万
の
乱
）

f
e＼
一

、、ノ一

保
元
二

T
I－
－
恵
信
興
福
寺
別
当

「

＼

↑

、、，J

一

応
保
二
恒

l
丁
覚
忠
天
台
座
主

〆4

、、一

長
寛
二
割

l
下
（
忠
通
義
去
）

／
t

、、一

養
和
元
引

l
丁
信
円

建
久
二
引

l
一l
慈
円

f
g
‘、

-.25-

興
福
寺
別
当

天
台
座
主
（
「
僧
官
補
任
」
よ
り
）



以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
本
文
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
は
、
保
一
万
の

乱
の
直
後
、
保
一
万
二
年
に
興
福
寺
の
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
「
恵
信
」
で
あ
る
。

故
に
、
「
忠
信
」
で
は
な
く
、
「
志
信
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

俊

賢

本
文
を
引
用
す
る
と
、
「
堀
河
殿
の
僧
子
も
多
く
お
は
し
き
。
小
野
の
法
印

俊
賢
・
山
の
座
主
俊
円
な
ど
悶
え
給
ひ
き
。
（
p
m
ロ）
L

と
あ
る
。
「
尊
卑
分

脈
」
に
よ
る
と
、
堀
河
殿
（
源
俊
一
房
）
の
子
供
に
俊
賢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

源
俊
一
房
男
で
、
僧
で
あ
る
人
物
の
う
ち
、
小
野
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
は
「
誼
観

」
だ
け
で
あ
る
。

喜
一
房
｜
民
間
一
大
僧
王
号
室

「l
f
一
母
同
師
頼
金
続
後
作
者

よ
っ
て
「
詮
観
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

道

寛

道
寛
は
、
藤
原
基
長
の
子
供
で
、
「
三
井
寺
に
僧
都
道
寛
と
て
御
子
お
は
す

と
ぞ
o

（
p
m
4
）
」
と
あ
る
人
物
で
あ
る
。
「
尊
卑
分
脈
」
に
は
道
寛
は
記
さ

れ
て
い
ず
、

藤
原
基
長

1
1実
兼
散
位
従
五
下
（
以
下
略
〉

↑輿丁
禅
任
コ
一
会
巳
講

一
周
査
顕

一寺一
よ
閣
閣
一
少
僧
都

と
あ
り
、
「
尊
卑
分
脈
」
で
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
「
道
覚
」
と
な
っ
て
い
る
。

六

策

子

康
子
に
つ
い
て
は
、
「
一
の
人
藤
氏
の
御
母
の
多
く
は
、
源
氏
に
お
は
し
ま

す
。
（
中
略
）
後
の
二
条
関
白
師
通
の
は
、
土
御
門
の
右
の
大
臣
師
一
房
の
御
娘

理
想
信
認
可
セ
ぷ
丸
、
H

A

t

（
以
下
略
）
（
p
m
2
）
」
と
あ
り
、
源
師
房
女
で
藤
原
師
通
の
母
で
あ

る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
藤
原
師
還
の
母
に
つ
い
て
は
、
「
尊
卑
分
脈
」
・
「

二
十
一
代
集
才
子
伝
」
な
ど
に
、
「
母
従
一
位
右
大
臣
源
師
一
房
公
女
」
と
あ
り

「
康
子
」
で
は
な
く
「
麗
子
」
と
あ
る
。
故
に
、
ゴ
一
子
」
と
訂
正
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

康
子
、

結

「
今
鏡
」
の
登
場
人
物
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
問
名
（
誤

り
を
訂
正
し
た
場
合
間
名
の
人
物
考
証
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
「
今
鏡
」
以
外
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
川
名
、
異
説
あ

る
人
物
お
名
、
不
明
人
物
河
川
名
に
つ
い
て
の
結
果
は
、
付
録
「
今
鏡
の
人
物
索

引
」
の
中
で
述
べ
る
事
と
す
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
考
証
し
た
人
物
は
、
仮
名

書
き
の
人
物
で
明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
4
名
・
誤
り
を
訂
正
す
る
事
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
別
名
・
上
注
の
誤
り
を
訂
正
し
た
人
物
6
名
（
本
稿
で

は
省
略
）
の
計
叩
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
合
計
が
附
名
と
な
る
の
は
、
「
上
注
の
誤
り
の
人
物
」

6
名
を
「
他
史
料
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
人
物
」
の
項
と
二
重
に
数
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
J

一
、
仮
名
書
き
の
人
物

さ
だ
な
か
・
さ
だ
な
か
女
v
定
成
・
定
成
女
（
藤
原
朝
一
冗
男
と
そ
の
娘
）

一一つR一一

さ
ね
し
げ
｜
｜
↓
実
重
（
平
昌
隆
男
）

た
か
の
ぶ
｜
｜
↓
隆
信
（
藤
原
為
経
出
力
）

二
あ
て
字
の
誤
り
の
人
物

維
成
1
1
1
1
↓
惟
成
〈
藤
原
雅
材
男
）

守
長
I
l
l
i－
－
↓
盛
長
（
源
長
季
男
）



す。

（
中
略
）
後
の
二
条
関
白
宙
返
の
は
、
土
御
門
の
右
の
大
臣
師
一
房
の
御
娘

盛
光
1
1
1
1
1’
↓
守
光
（
藤
原
盛
仲
男
）

三
本
文
人
物
で
、
訂
一
正
す
べ
き
人
物

嬉
子
内
親
王
｜
＋
耀
子
内
親
王
（
鳥
羽
院
皇
女
〉

槙
子
内
親
王
｜
↓
禎
子
内
親
王
（
白
河
院
皇
女
）

家
安
・
家
安
女
↓
家
保
・
家
保
女
（
藤
原
顕
季
男
と
そ
の
娘
）

良
実
I
l
l
l↓
能

実

（

藤

原

師

実

男

〉

忠
近
1
1
1
1
1
v近
方

（

多

資

忠

男

）

道
家
・
道
家
女
↓
通
家
・
適
家
女
（
藤
原
経
季
男
と
そ
の
娘
）

輔

通

｜

｜

｜

↓

↓

輔

道

（

藤

原

繁

時

男

）

四

注

の
i
八
物
で
、
訂
正
す
べ
き
人
物

隆
姫

i
l
l
l＋
隆
姫
の
妹
中
の
宮
（
具
平
親
王
女
〉

師
之
・
師
之
女
↓
師
元
・
師
元
女
（
中
原
師
遠
男
と
そ
の
娘
〉

覚

信

↓

信

円

（

藤

原

忠

通

男

〉

鴨
長
明
の
和
歌
に
つ
い
て
の
研
究

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
提
出
の
卒
論
の
抜
牽
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
、

第
二
章
「
長
明
の
和
歌
｜
｜
分
析
的
研
究
｜
｜
」
に
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
。

前
章
で
も
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
長
明
の
作
品
に
お
い
て
は
、
晩
年
に

な
る
ほ
ど
彼
の
和
歌
の
傾
向
が
固
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

守
長

↓
盛
長
（
源
長
季
男
）

忠

信

↓

恵

信

俊
賢
I
l
l
l↓
髭
鋭

道
寛
1
1
1－
－
↓
道
党

廉
子
1
1
1
1↓
麗
子

五
上
注
の
誤
り
の
人
物

遍
昭
良
峰
貞
宗
｜
↓
良
峰
宗
貞

茨
子
季
実
の
娘
｜
↓
実
季
の
娘

出
羽
の
弁
平
秀
信
の
娘
↓
平
季
信
の
娘

為
隆
藤
原
為
忠
男
↓
藤
原
為
一
房
男

能
悶
法
師
橘
忠
貞
男
｜
↓
橘
忠
望
男

周
防
内
侍
平
継
平
女
1
｜
＋
平
棟
仲
女

末

（
藤
原
忠
通
男
〉

（
源
俊
一
房
男
）

（
藤
原
基
長
男
）

（
源
師
一
房
女
）以

上

- 27-

田

妙

子

こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
彼
の
和
歌
の
時
代
的
変
遷
に
つ

い
て
考
』
察
し
て
み
た
い
。

け
題
材
に
つ
い
て

歌
人
の
思
想
を
見
る
時
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
る
の
は
、
題
材
の
扱
い


